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●政府与党は国会の会期を95日も延長し、傍若無人に問答無用で「戦争法案（安全保障法案)」を

通そうとしていますが、国会周辺では6月14．24日に大きな抗議デモがあり、全国各地でも「反
対」や「廃案」の声が巻き起こっています。●私たちも署名など、何かの形で声を上げ続けましょ

う。●矛盾だらけの「積極的平和主義」について、若松さん（会員）の新しい詩をどうぞ。
＝ノーグー〃~〃＝グー〃＝〃～〃＝ノーグーノー／＝グー〃＝グーグーグーノ～〃一グーノー／＝グー〃‐グー〃一グーグーダーグーグ‐グー／‐〃‐グー〃．

「
積
極
的
平
和
主
義
」
っ
て
？

若
松
丈
太
郎

輻
さ
れ
る
こ
と
は
嫌
な
も
の
だ

の
ち
の
ち
に
気
づ
い
た
と
き
の

悔
し
さ
は
一
生
つ
き
ま
と
う

「
遂
げ
よ
聖
戦

興
せ
よ
東
亜
」

大
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
た
め
の
聖
戦
を
成
し
遂
げ
よ
う

そ
の
た
め
に
は

「
進
め
一
億
火
の
玉
だ
」
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」

濡
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た

一
九
四
五
年
わ
た
し
が
十
歳
の
と
き

東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た

領
土
拡
張
・
資
源
獲
得
の
た
め
の
侵
略
戦
争
だ
っ
た

編
さ
れ
た
悔
し
さ
は
一
生
つ
き
ま
と
う

福
島
第
一
核
発
電
所
が
あ
る
双
葉
町

そ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
ア
ー
チ
が
あ
る

「
原
子
力

明
る
い
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

そ
う
信
じ
込
ま
さ
れ
た
十
二
歳
の
少
年

彼
が
考
え
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た

二
十
三
年
の
ち
に
福
島
第
一
核
発
電
所
が
核
災
を
起
こ
し
た

双
葉
町
で
ひ
と
は
暮
ら
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

「
原
子
力

明
る
い
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

そ
の
ア
ー
チ
を
双
葉
町
は
撤
去
し
よ
う
と
し
て
い
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
考
え
た
少
年
は
二
○
一
五
年
に
三
十
九
歳

双
葉
町
と
町
議
会
と
に
ア
ー
チ
撤
去
反
対
を
申
し
立
て
た

故
郷
の
町
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
た
（
ひ
と
）
の
愚
か
さ
を

後
世
に
伝
え
る
負
の
遺
産
と
し
て

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
シ
シ
の
夢
両
国
圏
目
冨
淫
の
国
甸
国
自
ど
の
よ
う
に

「
遂
げ
よ
聖
戦

興
せ
よ
東
亜
」

三
億
が

み
ん
な
興
亜
へ
散
る
覚
悟
」

「
聖
戦
だ

己
れ
殺
し
て

国
生
か
せ
」

だ
れ
も
が
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ

だ
れ
も
が
受
け
入
れ
た
こ
と
と
し
て
の
結
果
だ
け
が
あ
る

七
十
年
の
ち
に
八
十
歳
の
老
人
は
い
ま
も
考
え
つ
づ
け
る

願
さ
れ
な
い
生
き
か
た
を
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

（
『
詩
と
思
想
』
二
○
一
五
年
七
月
号
）

＜1988年3月、双葉町が原発の理解促進のため、

国道6号線から町の入□に設置した『原子力明る

い未来のエネルギー』のアーチ。このスローガン

は当時小学6年だった大沼勇治さん（現在は茨城

県古河市に避難・移住）が考案したものです。

・グー／＝ゾーグーグーグ‐グーグーグーグ‐グー／＝／‐／‐グーグーグーグーグーグーグーグーグーグーグーグーゾーグーグーグーグーグー／一夕＝グー／＝

●「国会で憲法学者三人が「憲法違反」と明確に説明し痛快だった」●「安倍さんの答

弁は傲慢で、まるで裸の王様だ」 ●「中谷防衛大臣は答えることができないでいる」

●「東京五輪は返上して廃炉や放射能対策、復興を本気でやってほしい」●「沖縄も福

島も「棄民」され「捨て石」なのか」等々・・・ 次号の『鋪」に…ため、

9条幡法、 囎耀についてなど、あなたの輔見をお寄せくださし児

九条は簿きち



NQ2 ee
く|自民党改憲草案||を考える”若の⑫＞

韮

一一一 ＝

一
子 御
ロ

○国会答弁で一層有名になった“小林 節”慶応大学

法学部教授。本来は改憲の論客で自民党改憲草案
作成プロセスにも関わるが、出てきた草案をみて、
立憲主義を逸脱した幼稚な内容にびっくり仰天し呆
れ果て、96条改悪に対し反対にまわる。

○以来連日、政府与党の憲法無視や、立憲主義の無
理解の言動に、テレビや新聞、出版で厳しく批判

をくり返し､ 小気味良いお話ぶりです。 寵こと
○その小林節教授と、護憲の旗手弁護士伊藤真さん

の著作『自民党憲法改正草案にダメ出し食らわ
す！』（2013年7月発売）から、「草案の前文」へ
の痛快なコメントを抜き出してみました。

伝
小
林
節
十
伊
藤
真
著

『
自
民
党
憲
法
改
正
草
案
に

ダ
メ
出
し
食
ら
わ
す

！
』

合
同
出
版
・
’
、
三
０
０
円
十
税

せ
つ

ま
こ
と

【自民党改憲草案・前文】 ※会報伽238も参照ください一一~一一

いきなり国からはじ

まります（伊藤）ﾉｰｰﾉ、 日本国は、長い の 文化、歴史、伝統を憲法に

入れちゃだめでしよ。これ

らの評価は人それぞれなん

だから。特定の価値の押し

つけになる。（伊藤）ノ､‐震_一

’ を持亀、国民統合の象徴である
を戴（いただ）＜国家であって

民主権の下、立法、行政及び司
三権分立に基づいて統治される。
我が国は、先の大戦による荒

一

国民主権国家とは思

えない表現！(伊藤)j
霊であって、国
行政及び司法の

I

現憲法の三大原理を

踏襲しており、明治 加害者としての反省’

一一一一一

叢大災害を乗'越えて発展し●議識との

と害美量臺浮畠を郷土を誇りと気
概を持って自ら守り､、基本的人権を

憲法へ戻るのでなく

て良い。＜小林＞）ー

もなし。（伊藤）

自慢話が続きます。（伊藤）

御節介だ。

‘「法は道徳

に介入せず

だろうく小

、 ー ■■■

霊室
出ました、

国防精神1

蜂--｡(伊藤)‐
I

、

尊重するとともに、和を尊び、家族 人権を尊重するのは､、一一

まず国でしょうが。（伊藤）

こんなことまで国に

言われたくないなあ・

・・しかも抑止力とか

言って近隣諸国にケ
ンカ腰の政治家から

は特に。（伊藤)ノー-〃

国家

を形成する。

我々は、
そうか、我々はまず国を成

長させないと・・・個人の幸せ
はこの次。（伊藤)ﾉｰｰﾉｰｰｰ

ー

今

力腰の政治家から

特に。（伊藤)ノー-〃

一一
国民の自由や平和の
だめでなく、国家の

ための憲法。ここま
で国中心に徹しても

らうとかえって気持
ちがいい。（伊藤)r=

済活動を通じて国を成長させる。

日本国民は、

冒臓弱確認梱?塗蕊匙捌、こ
こに、この憲法を制定する。

1

顔憲法改悪･九条についてなどの｢本｣を､会員の皆様にご推薦ください。

小林節慶応大教授,伊1


